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6 ヶ月前 

□ 結納。 結納の方法について、両家で相談、実施。 

□ 媒酌人の依頼。 両家でよく話しあってから決定する。 

□ 式場の予約。 挙式の日取り、形式などを決定する。 

□ 招待客のリストアップを進める。 両家のバランスを考えて。 

3 ヶ月前 

□ 招待者のリストアップ完了。 

□ 結婚衣裳の試着。 試着は何回でも出来るので、衣裳の担当者に相談すると

良い。 

2 ヶ月前 

□ 料理、引出物、写真等、担当者との打合せ。 

□ 招待状の印刷。 

1 ヶ月前 

□ 招待状の発送。 

□ 祝辞、スピーチ、乾杯、二次会の幹事等の依頼。 

□ 結婚指輪の用意。 

□ 媒酌人への挨拶。 出来た招待状を持参し、二人の生い立ち等を伝える。 

10～20 日前 

□ 招待状の返事を整理。 

□ 席順表の作成。 変更は何度でも可能なので、早めに作成する。 

□ 披露宴の進行等、細かい事を担当者と決める。 

1 週間前 

□ 式当日の必需品の用意。 花嫁用の小道具等。 

□ 披露宴の進行等、担当者との最終打合せ。 引出物の数も最終チェック。 

□ 衣裳の小物あわせ、ヘアメイクのリハーサル。 

□ 理容店で顔そりを済ませる。 

前日 
□ 式当日の必需品をチェックし、式場に持参する。 

□ 早めに就寝する。 

当日 
□ 朝食をしっかり摂る。 

□ 式場へ早めに着くように家を出る。 

披露宴後 
□ 挨拶状の発送。 

□ ハネムーンのお土産を持参し、挨拶回り。 

 

挙式スタイルを考えましょう。 

 幼い頃から憧れていた花嫁になる日ももうすぐです。 最近では、挙式のスタイルも多様化して 

きており、チャペル・神前、人前式といろいろです。 

いずれのスタイルで行うにせよ、そのスタイルによって結婚式当日の流れや雰囲気、そして準備や 

費用も大きく変わってきます。 宗教的に決められたスタイルがある方、昔から憧れのスタイルが 

ある方は、特に気をつける必要があります。 ご両親の意向も聞いて、二人でよく考えましょう。 


